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GroupSession ver.5.4

CrossRideを使用する



CrossRide

１：メイン 管理者設定メニュー画面を表示する
設定をホバー後、「メイン 管理者設定」をクリックします。

2：管理者設定画面を表示する
「プラグインマネージャー」をクリックします。

１．プラグインマネージャーでWEB APIを有効にする
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CrossRide

3：管理者設定[プラグインマネージャー]画面を表示する
WEB API　「アクセス権変更」ボタンをクリックします。
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CrossRide

4：管理者設定[プラグイン使用制限]画面を表示する
プラグイン使用制限情報を設定し、「OK」ボタンをクリックすると、プラグイン使用制限確認画面に遷移します。

5：管理者設定[プラグイン使用制限確認]画面を表示する
「確定」ボタンをクリックすると登録が完了します。

管理者を選択します。

ユーザ選択方法については

「etc01_ユーザ選択マニュアル」をご確認ください。
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CrossRide

１：ログイン画面を表示する
「CrossRide」をクリックします。

2：CrossRideダウンロードページを表示する
CrossRideを「今すぐダウンロード」ボタンをクリックします。

２．CrossRideをダウンロード、インストールする
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CrossRide

3：GSWSETUP.msiをダウンロードする
「ファイルを保存」ボタンをクリックするとダウンロードが完了します。

4：GSWSETUP.msiを実行する
「GSWSETUP.msi」をクリックします。
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CrossRide

5：CrossRideセットアップウィザード画面を表示する
「次へ（N)＞」ボタンをクリックします。

6：インストールフォルダーの選択画面を表示する
「次へ（N)＞」ボタンをクリックします。

「参照（R)＞」ボタンをクリックすると、

フォルダ選択のポップアップが表示され、

インストールフォルダを選択することが

できます。

現在のユーザ、または全てのユーザに

CrossRideをインストールするか選択で

きます。
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CrossRide

7：インストールの確認画面を表示する
「次へ（N)＞」ボタンをクリックするとインストールが開始されます。

8：アプリケーションの起動画面を表示する

インストール終了後、自動でアプリケー

ションの起動画面を表示します。
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CrossRide

9：アプリケーションの起動画面を表示する
「次へ（N)＞」ボタンをクリックするとインストールが完了します。

チェックをした状態でインストールを完

了するとCrossRideが自動で起動します。

※ インストール後、CrossRide基本設定を行います。

基本設定方法については、3：基本設定を行う、を参照してください
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CrossRide

１：基本設定タブを表示する
「OK」ボタンをクリックすると設定を登録し、CrossRide画面を閉じます。
※CrossRideがタスクバーに常駐します。

３．基本設定を行う

使用しているGroupSessionのURL、

ユーザID、パスワードを入力します。

※必須

プロキシを設定します。

※設定が必要な環境では必須

基本設定情報を設定し、「通信テスト」ボタンをク

リックすると設定した情報でサーバとの通信テス

トを行います。

「終了」ボタンをクリックすると設定が完

了し、CrossRideを終了します。

※CrossRideはタスクバーに常駐しませ

ん。

※必須の項目が入力されていない、または誤った設定の場合、更新通知を受け取ることができ

ません。
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